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承〉が実現されなければ、〈生活世界〉は現世代とともに破綻し、次世代の人間

は、「人間的〈生〉」の実現に際して多大な困難を抱えることになるからである。

以上を通じて、われわれは〈生存〉、〈現実存在〉、〈継承〉という三つの契機

について見てきた（表２）。これらは「人間的〈生〉」を構成するきわめて本質

的な成分であり、前述のように、われわれが人間である限り背負い続けなけれ

ばならない、いわば宿命的な問題であると言えるだろう。しかしそれゆえに、

われわれはこれらの実現を通じて、〈生〉を実感のあるものとして掌握できるよ

うになる。そして同時に、自己存在というものを世界に根づかせる
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ことができ

るようになるのである。例えば〈生存〉に表現されているのは、“私”というも

のが、自らを取り巻く物質的な世界、あるいは他の生けるものたちから切り離

されては存在できないということである。同様に〈現実存在〉には、“私”とい

うものが他者を必要とし、また他者から必要とされる存在であるということ、

つまり他者を通じてはじめて“私”は“私”でありえるのだということが表現

されている。そして〈継承〉においては、そうして“私”を“私”ならしめて

いる他者というものが、空間軸においてだけでなく、さらに過去や未来といっ

た時間軸においても無数に広がっているということが示唆されているのであ

表２　「〈生〉の三契機」とその諸相

起点 定義 生活との関連性

〈生存〉の実現 生命性

人間が生物学的基盤を持つもの、生命体で
あることの宿命として、〈生活世界〉という
場において、必要物を確保し、そのための
素材の加工や道具の製作、知識の集積など
を行っていくこと

「暮らしとしての生
活」の基盤をなすも
の

〈現実存在〉の実現 社会性

人間が他者とともに〈生〉を営むという本
質的特性を持つことの宿命として、〈生活世
界〉という場において、集団の一員として
の自己を形成し、また構成員との間で情報
を共有し、信頼を構築し、集団としての意
志決定や役割分担を行っていくこと（「受動
的社会化」と「能動的社会化」を含む）

「暮らしとしての生
活」があったうえで
の「精神としての生
活」に結びつくもの

〈継承〉の実現 歴史性

人間がひとつの生命体として必然的に死を
迎えるという宿命によって、〈生活世界〉を
通じて自らが前世代から受け継いだもの
を、改良しつつ、再び次世代へと引き渡し
ていくこと

「暮らしとしての生
活」にも「精神とし
ての生活」にも還元
できない時間の概念
が含まれる
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